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逆の影響は無視 しているO 興奮性機能は,電気的なものであるため,(1),(2)式 の反応に












レ ー ザ ー 作 用 に お け る非 線 型 揺 動
東大 ･理 柴 田 文 明
§1.序
レー ザー発振の理論は多くの人々によって展開されているが 1),その手法はいずれも

















f(n･m,t)-1(e芯 - 1)2kn+(e~市 -1)γm｡1I
∂ ∂ ∂
+(e扇 -1)rlrQ+ (e-T67･eTm- 1)･2Bomnip(n,m･t)
と書き下せて m-0 (N), b,b+- 0(N%)であることに注意すれば レー ザー系
ではm,∩-0(N) が巨視変数 となっている事がわかる｡ 非平衡系の巨視変数の変数の
系統的展開法はKubo et.al2)- により求められているのでこれ を用いると･まず平均
の運動に対 しては上記方程式より
yl- cl,.(y)--2kyl+(2k/2S)yly2,■ 5己
y2- cl･26)ニーu 2-(2k/?S)yly2←γ (1+S)合so
●
;C IHJと ､ ~-' 3 -▲-` 1
<
ここに yl- N-ln･ y2- N~1m ;αS-(N~lK/Bo)I
S- (m｡-os)/os ;含S-(1IS 合S/2K)I
でありこの式は Statz-de Marseqs･として知られているものであるo この式からS
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≧Oに応 じて図 2を描 くことができて,安定性及び時間変化 を知 り得る｡
谷S (1+S)o^s y2
Fig(2-C)
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6.2- - (2k/is)y201-[%S'溺-y2)+2k+,l] 0は+ (誉)ylO翌+C2,12(i,,
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古記ニー(4k/合 )y20.2-2(輿 yl+ γ11) 02+ C2,2(A)･s Os
C2,1.(i)-2kyl+(2k/%S)yly2; C2,12(iQ--(莱 )yly2
αs
C･b22(距 γ1.y2+(管)yly2+ γ1 - 0･
というゆらぎに対する Coupledeq.を得るO

















参 考 文 献
1) ll･liaken:Handbuchderfhysik,XXV,Springer･
M･I｣ax:Brhdeis Univ Summer institute of TheoreticalPhysics,
1966,vol.2.Oordon 〔and Breach
及びこれらの中の引用文献.
2) R･Kubo,K.Matsuo andK.Kitahara:dour.Stat･Phys･旦 (1973)51･
-A81-
